
(57)【要約】　　　　（修正有）

【課題】　本発明は衝撃棒を一定の高さから繰り返し自

由落下させて、試験体の繰り返し衝撃特性を調べるため

の試験機である。衝撃的な荷重が加わって材料が破壊す

るときの特性を求めることを主眼として造られている従

来の衝撃試験機では、比較的小さな衝撃荷重が繰り返し

加わって材料が損傷するような試験を行うことができな

い。

【解決手段】　本発明の主要部は衝撃棒を一定の高さに

巻き上げて、離脱させるステッピングモーター、衝撃体

に衝突して反跳する衝撃棒をすばやく把持するための衝

撃棒把持電磁石４、衝撃荷重を計測する荷重計８及び一

連の動作をコントロールするコントローラー９からな

る。本発明は衝撃体に衝撃棒２を用い、衝撃棒を伸縮し

ない柔軟性のあるワイヤー３で吊り、ワイヤーを巻き上

げるブレーキ付きのステッピングモーター１により任意

の位置に衝撃棒を設定できるようにする。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　試験体の表面又は異種素材界面における

繰り返し衝撃による破壊について、衝撃体が一度の衝撃

で試験体を破壊しないで、衝撃体が繰り返し自然落下を

繰り返して試験体を衝撃することを特徴とした繰り返し

衝撃試験機。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は各種材料及び塗膜等

の表面被覆材の耐衝撃特性を求めるために行う衝撃試験

の一つとして、繰り返し衝撃を加えた場合の特性につい

て求める試験機である。

【０００２】

【従来の技術】従来の衝撃試験機は一度の衝撃により材

料を破壊して衝撃特性を求めるもので、繰り返し衝撃を

加えることができる衝撃試験機は皆無である。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】衝撃的な荷重が加わっ

て材料が破壊するときの特性を求めることを主眼として

造られている従来の衝撃試験機では、比較的小さな衝撃

荷重が繰り返し加わって材料が損傷するような試験を行

うことができない。そこで衝撃荷重を適度に設定して、

繰り返し衝撃することのできる衝撃試験機を考案する。

【０００４】

【課題を解決するための手段】本発明は衝撃体に衝撃棒

を用い、衝撃棒を伸縮しない柔軟性のあるワイヤーで吊

り、ワイヤーを巻き上げるブレーキ付きのステッピング

モーターにより任意の位置に衝撃棒を設定できるように

する。衝撃棒を設定した位置から自由落下させて試験体

に衝撃させる。衝撃後に反跳する衝撃棒を、衝撃時の信

号により作動する電磁石により衝撃棒を把持するための

ベルトをすばやく引いて衝撃棒を保持する。引き続きス

テッピングモーターによりワイヤーを巻き上げるととも

に、電磁石の電流を遮断する。ステッピングモーターは

衝撃棒を設定位置に引き上げて停止する。以後この動作

を所定の回数繰り返し行うようにする。

【０００５】

【発明の実施の形態】繰り返し衝撃試験機を図－１に示

す。衝撃棒 にワイヤー を取り付け、ステッピングモ

ーター で設定した落下高さに衝撃棒を保持する。コン

トローラー によりステッピングモーターのブレーキを

解除して、衝撃棒を自由落下させる。衝撃棒が衝撃台

の上に取り付けた試験体に衝突して反跳するのを荷重計

の衝撃時の信号で衝撃棒把持電磁石 を作動させ、衝

撃棒を止めるためのベルトを引き締めて衝撃棒を把持す

る。その後でステッピングモーターの巻き上げ動作を開

始し、同時に電磁石の把持機能を解除する。ステッピン

グモーターは衝撃棒を設定高さになるまで引き上げる。

衝撃棒が規定の高さに設定されたら、上述の動作が設定

回数になるまで繰り返される。軸受 は衝撃棒の落下点

を一定にし、また反跳した衝撃棒を把持するときに支承

の役目をする。衝撃棒及び軸受はころがり摩擦を最小限

にするように選定する。試験機躯体 は各要素を衝撃に

よる振動等により影響を受けないように全体を構成する

躯体である。

【０００６】

【発明の効果】本発明はこれまで評価ができなかった繰

り返し衝撃荷重による材料の特性を解明することができ

るものである。また本発明は衝撃棒の重さ、落下距離を

変えることにより、各種の材料に対応することができ

る。さらに荷重計により衝撃波形を継続的に収録するこ

とにより、表面素材の劣化、表面特性の変化、異種素材

界面の性状変化等を調べることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】繰り返し衝撃試験機の全体図（側面図）であ

る。

【符号の説明】

　ステッピングモーター

　衝撃棒

　ワイヤー

　衝撃棒把持電磁石

　軸受

　試験機躯体

　衝撃台

　荷重計

　コントローラー
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【図１】


